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第１３章 生殖・発生と老化

教科書
メヂカルフレンド社
新体系看護学全書
人体の構造と機能①
解剖生理学

精子形成と
卵子形成の
減数分裂 男性生殖器

付属生殖腺

精嚢：精液の一部をなすア
ルカリ性の液を分泌し、精子
のエネルギー源となるフルク
トース（果糖）を供給する。

前立腺：精臭のある乳白色
のアルカリ性液（精液の２
０％を占める）を分泌する。
尿道前立腺部の精丘の間質
には多くの平滑筋があり、前
立腺の分泌、射精管からの精
液の放出を行う。

尿道球腺（カウバー腺）
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精子形成

FSHは精子形成を促進する。

LHに刺激されて、男性ホルモンを産生する。精子形成を促し、栄養を与える



2023/7/23

3

男性の生殖機能

１）精子の形成と成熟
精細管の壁にある精細胞（精祖細胞⇒一次精母細胞⇒二次精母細胞⇒精子細胞）から精子が作られる。
減数分裂は、一次精母細胞～精子細胞で起こり、染色体数が半減する。
精子細胞は、頭部に遺伝子の本体であるDNAを含む核があり、ミトコンドリアが巻き付く中部となり、運動性

のある尾部からなる精子となる。
精子は、精巣上体を通過する間に1～4mm/分程の遊走するようになり、受精する能力を獲得する。精子形成

は、思春期に始まり、生涯持続する。
精子は3000万個/日産生され、1～4億個が一回の射精で放出される。精子は、精路では何週間も生きているが、

射精されると、体温では、24～48時間しか生きていけない。精子は、-100℃で凍結保存できる。

２）勃起と射精
勃起：性的な刺激を受けると、骨盤領域の副交感神経から陰茎に刺激が送られて、細動脈が弛緩し、陰茎海

綿体に血液が流入して勃起する。交感神経は勃起を消失させる。勃起不全の治療薬（シルデナフィルクエン酸
塩：バイアグラ）は陰茎の細動脈の平滑筋を弛緩させる。
精液は、精嚢、前立腺、尿道球腺の分泌物で、その中に精子が含まれる。一回の射精で、2.5～3.5mLであり、

1mLあたり1億個の精子が含まれる。
精子の数が少ない、形に異常がある、運動性が低い時には、受精できなくなる（男性不妊）。
射精：更に性的刺激を受けると、下腹神経の交感神経の刺激が、精嚢と精管の平滑筋を収縮させて、精液を

尿道に送る（射出）。更に、陰茎後部の球海綿体筋（骨格筋）を収縮させて、精液が尿道から外へ送り出され
る。



2023/7/23

4

女性の生殖器

性腺（卵巣）
生殖路（卵管～膣）
膣前庭
附属生殖腺（大前庭腺）：バル
トリン腺（男性の尿道球腺：ガ
ウバー腺に相当）

乳腺は、皮膚のアポクリン腺で
あるが、生まれた子供を発育さ
せるのに必要であるので、生殖
器に含まれる。
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成熟女性では、
月経周期に合わ
せて、15～20個
の卵胞が成熟を
始めて、最終的
に は 1 個 の グ
ラーフ卵胞が形
成される。

大前庭腺
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卵巣周期
濾胞細胞：エストロゲン産生
黄体細胞：プロゲステロン産生

生殖器の分化
（器官成型）

男性ホルモンあり

男性ホルモンなし
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妊娠中の母体の変化
全体：生理的体重増加：8～10kg. （10kg以上：肥満）
胎児の体重増加、子宮の増大、水分貯留傾向、インシュリン抵抗
性の上昇、食後の高血糖、空腹時の低血糖、尿細管での糖再吸収
能の低下(糖尿状態)、血清脂質の上昇。
子宮の増大：血流 500ml/分まで増加。
乳房の変化：プロゲステロンの作用で、乳腺の発育、脂肪蓄積で
増大。妊娠末期～分娩直後：初乳（カゼインを含まない、薄い黄
色を帯びている）、分娩後３～4日以降：真乳。分娩後の母乳の
分泌はプロラクチンによる。乳児の母乳を吸い出す刺激が正の
フィードバックで、母乳の分泌が促進する。授乳を止めると、自
然に母乳の分泌は止まる。
循環器の変化：血漿量の増加で、赤血球数、ヘモグロビン量、ヘ
マトクリット値は低下。妊娠末期には、循環血液量は50%増加。
心拍出量も30～60%増加。血圧は変化しない。
仰臥位低血圧症候群：腫大した子宮が下大静脈を圧迫して、静脈
血の還流減少で、心拍出量が低下して、低血圧が生じる。
内分泌：下垂体は2倍に腫大し、プロラクチン分泌が妊娠末期に
は10倍に増加。下垂体からの性腺刺激ホルモンは、胎盤からのエ
ストロゲン・プロゲステロンによる負のフィードバックで低下す
る。
泌尿器系：尿管や膀胱の圧迫により、尿意頻数が生じる。
消化器系：唾液の酸性化と分泌亢進（嗜好が変わる）、胃酸分泌
の低下、胃腸の蠕動運動の低下（妊娠初期のつわり）

分娩
分娩第１期（開口期）陣痛、子宮頸部伸展
でオキシトシン分泌亢進、陣痛が強くなり、
間隔が短くなり、破水（胎胞が破れて羊水
が流出）
分娩第２期（娩出期）外子宮口が全開大し
て、児の娩出力が最大になり、娩出される。
分娩第３期（後産期）胎盤などの胎児付属
物が排出される。
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その他の脳機能の発達運動機能の発達月齢・年齢

○モロー反射（原始反射の一つ、外部刺激に
対して、反射的な体動を示す反射）の４ヶ月
で消失
○把握反射の６ヶ月で消失
○吸啜反射

四肢を活発に動かす新生児

○おもちゃを目で追う
○音の方向を向く
○あやすと笑う

頸がすわる（頸定）３か月

○声を出して笑う
○物を口に入れる

腹這いで頭を持ち上げる４か月

○おもちゃに手を伸ばしてつかむ
○親の声を聴き分ける

寝返りをうつ６か月

○話かけると声を出す座らせると座る
這い這いを始める

７か月

○パパ、ママと言える
○ハイハイをする。

９か月

伝い歩きする１１か月

○｛ちょうだい｝がわかる一人で歩く１歳

表13-3 主な生後発達の指標

小児の成⾧
成⾧(Growth)：生物の容積と重量などが増加する現象。発達
(Development)：未熟な状態や機能が高度なものに向上・成熟
すること。小児期には、成⾧と発達がおこり、発育(Growth
and development)と呼ぶ。

個体の成⾧過程では、初期には、組織が器官の細胞数に相当
するDNA量の増加が特徴的であり、後半には、細胞の大きさを
反映するタンパク質量の増加が見られる。

思春期の性成熟
視床下部の性腺刺激ホルモン放出ホルモンの分泌が思春期

まで抑制され、思春期にその抑制がとれて、下垂体から性腺
刺激ホルモンの分泌が始まり、男女の二次性徴が出現する。

女性の二次性徴：乳房・乳腺の発達、内・外生殖器の成熟、
陰毛・腋毛の発生、月経（初潮）、臀部の発達、皮下脂肪沈
着

男性の二次性徴：内・外性器の発達・成熟、陰毛、腋毛，髭
の発生、体毛の増加、皮脂腺の分泌増加、喉頭軟骨の突出、
変声（声変わり）、骨・筋の発達
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老化

誕生から死亡までの変化
を、若年期の成⾧を含め
て加齢(Aging)と云い、身体
的ピークの後の身体的・
精神的な衰えが老化であ
る。

120歳の寿命は、更には、
伸ばせないであろう。

120歳

あらゆる疾病の発生を克服したとする前提
環境・栄養・公衆衛生その他の健康維持のために理想的な前提２

環境条件が悪い

環境条件が理想的

老化のメカニズム

１）生物時計説：一定の周期で生命のリズムが運命づけられていると云う特徴から、壮年期
から老化が始まり、95歳前後で死を迎えるように運命づけられているという説。

２）プログラム説：老化は老化現象に関連した遺伝子の発現により制御され、結果として最
大寿命が規定されていると云う説。遺伝的早老症では、寿命が短いこと知られている。また、
体細胞の染色体末端（テロメア）は、細胞分裂の度に短くなる細胞分裂時計とも呼ばれて、
体細胞は一定の回数しか分裂できない。

３）エラー破綻説：加齢によって、⾧い時間で遺伝子からたんぱく質産生への複雑な過程で
遺伝子の翻訳エラー等のエラーが蓄積し、異常なたんぱく質が増えて細胞の機能が低下する
のが老化であり、最終的に機能不全になるのが死であるとする説（考え方）。

４）フリーラジカル説：絶えず発生してる体内のフリーラジカルは、この有害な反応を消去
するシステムの衰退が、フリーラジカルによる細胞障害を生じる。特に、細胞膜のリン脂質
からなる細胞膜が障害され易く、これが細胞機能を障害して、ひいては各臓器の機能障害を
もたらすという説（考え方）。
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各器官系・組織における老化現
象
循環器系
心臓：自律神経系の老化に伴って、心
拍数は低下傾向を示す。また、運動負
荷では、交感神経が心拍数を増加させ
るが、交感神経系の老化で、または、
β1アドレナリン受容体の減少で、心拍
数が増加せずに、供給される血液量
（一回拍出量ｘ心拍数）は減少する。
血管系：動脈壁の肥厚、弾性繊維の減
少、結合組織の増加で、弾性動脈（大
動脈）の進展性の低下が生じ、最高血
圧が上昇する。血管平滑筋のβ2アドレ
ナリン受容体の減少で、血管が弛緩し
なくなり、末梢血管抵抗の上昇で、最
低血圧も上昇する。
血液：造血能の低下で、貧血が生じる。

血管平滑筋のβ２アドレナリン受容体
減少で、弛緩性の低下

弾性動脈の伸展性の低下
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泌尿器系
細動脈の動脈硬化による
腎硬化症による萎縮
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